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第１０回大阪市ＰＣＢ廃棄物処理事業監視委員会議事要旨 

 
１ 開催日時  平成１９年１０月２日（火） １４：３０～１６：００ 
 
２ 開催場所  此花会館 ３階 大ホール 
 
３ 会議次第 

（１） 開会 
（２） 挨拶 

環境局廃棄物適正処理担当部長 
（３） 議事 

① 大阪ＰＣＢ廃棄物処理事業の進捗について 
② ＰＣＢ廃棄物の搬入日及び搬入時間帯の変更について 
③ 環境モニタリング調査結果について 
④ その他 

（４） 閉会 
 
４ 出 席 者 

（１） 委 員 
    【専門委員】 
     （医）南労会 環境監視研究所所長  中地 重晴 

大阪産業大学講師          花嶋 温子 

     大阪市立大学大学院教授           廣田 良夫 

大阪人間科学大学教授             福永  勲 

     大阪工業大学教授                 渡辺 信久 

    【市民委員】 
     此花区地域振興会会長             宮川 晴美 

（２） 日本環境安全事業株式会社 
事業部長            齊藤  眞 
事業部上席調査役        庄賀 文彦 
大阪事業所長          清水 一雄 
大阪事業所副所長        櫻井 健一 
大阪事業所安全対策室長     養父 正孝 

（３） 大阪市 
    環境局廃棄物適正処理担当部長        木村  猛 
    環境局事業部産業廃棄物規制担当課長     堀  純一 
    環境局事業部産業廃棄物規制担当課長代理   松本  彰 
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（４） オブザーバー 
滋賀県琵琶湖環境部資源循環推進課主幹        曽和 康雄 

     大阪府環境農林水産部環境管理室事業所指導課主査    辻井 洋一 

     兵庫県健康生活部環境管理局環境整備課技術吏員      常友 大資 

     和歌山県環境生活部環境政策局廃棄物対策課副主査    髙良 浩司 

 

５  議事概要 

（１）大阪ＰＣＢ廃棄物処理事業の進捗について 

   [資料 １](PDF：1,836KB)により日本環境安全事業株式会社（以下「JESCO」とい

う。）が説明 
 【説明の概要】 
   大阪事業所操業状況 
    ・平成１８年１０月の操業開始からちょうど１年経過した。 

・搬入実績として、１８年度下半期１０月から３月においては、トランス類６８

台、コンデンサ類２,１５４台、廃ＰＣＢ等（ドラム缶換算）２０本を受け入れ

た。（１２月は定期点検のため搬入停止） 
    ・平成１９年度上期４月から９月の搬入実績において、トランス類１２５台、コ

ンデンサ類１,７９１台、廃ＰＣＢ等（ドラム缶換算）３２本を受け入れた。 
     （８月は定期点検のため搬入停止） 
    ・合計としてトランス類１９３台、コンデンサ類３,９４５台、廃ＰＣＢ等（ドラ

ム缶換算）５２本を受け入れ、市内保管分に対する率としては、トランス類約

１５％、コンデンサ類約３７％、廃ＰＣＢ等約１６％となる。 
    ・処理実績として、１８年度はトランス類５６台、コンデンサ類１,５７１台、廃

ＰＣＢ等２０本、１９年度では、トランス類１１７台、コンデンサ類２,１４２

台、廃ＰＣＢ等３２本で、合計トランス類１７３台、コンデンサ類３,７１３台、

廃ＰＣＢ等５２本となっており、搬入実績との差は搬入から中間処理完了まで

に１~２ヶ月必要のため。 
    ・払出実績としては、有価物として、鉄１１８トン、銅１３トン、アルミ１６ト

ン、廃棄物として、炭化物９トン、碍子１１トン、ビフェニル７１トン、塩酸

２３１トンとなっている。 
   視察・見学状況 
    ・平成１８年１０月から平成１９年９月２１日までに延べ６６８団体、３,５０７

名が情報公開設備を視察・見学に来場しており、内訳は、企業関係１,９０５名、

協会関係９１７名、行政関係３１９名である。 
   平成１８年度排出源モニタリング結果 
    ・１９年３月に各排気口におけるＰＣＢとダイオキシン類を測定し、いずれの測

定値も維持管理値を下回った。 
・自主管理目標値では、塩化水素（目標値：0.61ppm）の２点（東棟⑦排気口、塩

http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_s01.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_s01.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_s01.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_s01.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_s01.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_s01.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_s01.pdf
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酸ベントガスＡ系排気（測定値：0.7ppm）及び⑨排気口Ｈ２ガスベントＡ系排

気（測定値：1.1ppm））、ボイラーの窒素酸化物（目標値：60ppm）の１点（ボ

イラー排気口東Ｎ０.３（測定値：67ppm））が上回り、再測定を実施した。 
・分析方法がイオンクロマト分析であったため、ガス状以外の塩素イオンを拾っ

た可能性があったので、再測定では、ろ紙を介して実施した結果、自主管理目

標値を下回った。窒素酸化物は、ボイラーメーカーの点検後、再測定をしたと

ころ自主管理目標値を下回った。 
   卒業判定外部分析結果 
    ・卒業判定は、バッチ毎に施設内分析を行い卒業基準値以下の確認を行っている

が、この日常管理の分析のクロスチェックのために、同一検体につき外部分析

機関による分析を行い、施設内分析の結果と比べ、ほぼ同じであることを確認

した。 
   保管事業者説明会の開催 

・平成 18 年 1１月６日の大阪府５行政主催説明会を皮切りに地元此花区から順次

２４区に対して説明会を実施し、平成 19 年９月２１日の浪速・西成・鶴見区の

説明会で一巡した。不参加の方もいたことから来年３月を目標に、もう１度大

阪市２４区の説明会を計画している。 

   収集運搬事業者への指導等 
    ・現在１８社の収集運搬業者が許可を有しており、この事業者と情報交換会を通

じて効率のよい「ルート収集」の取組協力の指導等を行っている。 
   改善工事について 
    西棟 
    ・管理区域レベル１と一般区域の作業環境を管理するためにオンラインモニタリ

ング装置を１基追設し、計測ポイントが６ポイント増え１８ポイントになる。 
    ・分離回収液の集合タンク周辺の作業環境改善工事を検討中です。 

・排ガス冷却器支持脚中間スライドベースを点検しやすいように取り付けた。 
・清掃時にオンラインモニタリングの異常値が出ないように真空加熱分離装置の

活性炭の追加を行った。 
    東棟 
    ・ＰＰ熱分解時のタールによる配管閉塞対策として、バイパスラインを設置した。 
    ・反応器の供給配管液封対策、溶媒配管液封対策として安全弁やエア溜りを設置

した。 
・廃活性炭のフィルタの抜出配管への溶媒洗浄配管を追設した。 

   東西移送専用容器への分離回収液の過充填について 
    ・西棟充填室においてＶＴＲで分離された分離回収液を東西移送用専用充填容器

に充填中に過充填をし、タンク上部の防油堤部分に溢れ溜まった。 
    ・排気濃度を測定した結果、作業環境オンラインモニタリングは 0.023mg/㎥で（作

業環境評価基準値：0.1mg/㎥）、換排気オンラインモニタリングでは 0.000 mg/
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㎥で、オンラインモニタリングにおいてもＮＤであり、環境上の問題はないと

考える。 
    ・原因は運転者の人為的ミスであり、対策として自動運転で行うようにした。 
    ・運転会社に対しては、作業中の安全確保徹底や作業員への作業手順等の再教育

を実施した。 
   ヒヤリハット・キガカリの報告状況 
    ・「ヒヤリハット・キガカリ」の傾向として一番に転倒、次に打撲、転落という順

番であった。 
【質疑等の概要】 
（委 員） 搬入実績と中間処理完了実績とのマスバランスはどうなっていますか。 
（委 員） ドラム缶の内容量と本数との考え方は。 

 （JESCO）重量については、まず申請のときに重量登録があり、搬入された時に更に重

量を測っており、ドラム缶についても個別に重量を計量し、管理している。

また、バーコードにより履歴管理を行っています。 
 （委 員） ＰＣＢの処理量と塩酸の量、ビフェニルの量において物質収支の問題とクロ

スチェックはどこで行なったのか。また、排出源モニタリングの再測定でサ

ンプリング方法を変えて行ったことに対しては稼動状況の変化に対する判

断ができないと思いますが。 
 （JESCO）１番目の質問の回答として、ビフェニル７１トンに対して２０％の塩酸４６

トンということで処理のマスバランスもとれています。 
       ２番目の質問の回答として、外部分析機関は中外テクノスという会社です。 
       ３番目の質問の回答として、今後両方のサンプリング方法で分析し、検証し

ます。 
 （委 員） 視察・見学で、地元の方はどのくらいこられていますか。また、若い世代に

対し、ここを学習の場として活用してもらう働きかけをしてほしい。 
 （JESCO）人数的なことは不明ですが、地元説明会を行ったときに施設の見学を行いま

した。また、此花区の環境フェアで舞洲工場とスラッジセンター、ＪＥＳＣ

Ｏ大阪事業所の施設を開放しています。ただ、若い世代はあまり参加してい

ないようですので、今後検討していきたい。 
 （委 員） 有価物と廃棄物のこの後の処分はどうなっていますか。 
 （JESCO）有価物は資源になります。廃棄物はリサイクルする業者に出しており、炭化

物は銅の精錬の原料に、碍子は再生砕石に、ビフェニルはセメントの焼成時

の補助燃料や焼却炉の助燃剤で、塩酸はペレット製造の原料に使っていると

聞いています。 
 （委 員） 大阪市内分は２年で処理する計画ですが、現在の処理量では半分もいってな

いようですので、今後どういう形で処理を進めますか。 
（JESCO）コンデンサ類については稼働率を上げることで処理できると考えていますが、

トランス類は非常に大型のものがあり、どのように搬出するのかという問題
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が残っています。また、ＰＣＢ漏洩物の安全な運搬方法や処理方法をどうす

るかという課題が残っており、２年間で処理するのは非常に厳しい状況です。 
（大阪市） 大阪市所有のトランスについても搬入の問題や予算の問題で２年以内は難し

いが早期処理を進めていきたい。 
（委 員） 現在、ＰＣＢ分解量から換算すると液処理の稼働率として４０％程度と思い

ますが、処理能力としてこれが限界ですか。 
（JESCO）ＶＴＲ処理では、一部コンデンサに構造的な問題があり別容器に入れて処理

するため１バッチあたりの処理台数が当初見込み量より少なくなっていま

す。また、トランス類については大型のものが入ってこないという搬入上の

問題があります。 
（委 員） 他事業の稼働率はどうですか。 
（JESCO）北九州は大阪と同程度で、東京は設備の改造工事を実施しており、当初能力

で操業していません。豊田は設備の不具合で停止期間もありましたが、現在

は大阪と同程度です。 
（委 員） 安全を大前提に技術的な進歩、あるいは予算的なことを含めて進めていただ

きたい。 
（２）ＰＣＢ廃棄物の搬入日及び搬入時間帯の変更について 

   [資料 ２](PDF：45KB)によりJESCOが説明 
【説明の概要】 

   搬入時間帯について 
    ・今後、収集エリアの広域化に伴い、交通渋滞やルート収集作業の時間確保とい

う課題に対応する必要がある。 
・搬入ルートは現行どおり高速道路を通行しますが、搬入時間帯は原則９時~１７

時を原則９時~１９時へ変更する。 
    ・時間延長の結果として、搬入車両台数は１日４~５台から（計画当初１日１５台

の搬入を見込んでいた。）１日５~６台へと１台の増便となる。 
   搬入日について 
    ・保管事業者の事情で土曜日を希望される場合、また、現在雨天時には搬入停止

しており、木曜日を雨天時の予備日としていますが雨が長引いた場合の対応と

して土曜日も搬入日として確保したい。 
【質疑等の概要】 
（委 員） 搬入日及び搬入時間帯の変更について地元としてはどうでしょうか 
（委 員） 各連合町会長は了解しています。 
（委 員） 先程の処理量アップの話は１日５，６台への搬入増で対応可能ということで

すか。 
  （JESCO）そのためにもルート回収をして車両１台あたりの搬入台数を増やしていかな

ければなりません。 
（３）環境モニタリング調査結果について 

http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_s02.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_s02.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_s02.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_s02.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_s02.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_s02.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_s02.pdf
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［資料 ３］(PDF：104KB)により大阪市が説明 
【説明の概要】 

      平成１９年度上半期環境モニタリング調査結果（速報値） 
    ・調査地点はＪＥＳＣＯ大阪事業所と桜島３丁目で、ＰＣＢ、ダイオキシン類、

ベンゼン、テトラクロロエチレン、トリクロロエチレンについて測定した。 
    ・速報値や経年変化等を見ても両地点において大きな変化はなく、生活環境に影

響がないという結果です。 
【質疑等の概要】 
  特に無し。 

 （４）その他 
   ［参考資料１］(PDF：92KB)，[参考資料２］(PDF：73KB)によりＪＥＳＣＯが説

明 
【説明の概要】 

   特別登録・調整協力割引制度について 
    ・近畿ブロック産業廃棄物処理対策推進協議会からの依頼を受け、特別登録・調

整協力割引制度を実施予定です。 
    ・特別登録・調整協力割引制度は、平成１７年度に実施した早期登録・調整割引

制度と同様の制度であり、当該制度では処理料金の３％を割り引きます。 
    ・大阪市内分は平成１９年１１月１日から平成２０年４月３０日まで実施し、２

府４県については後日実施予定です。 
   日本環境安全事業㈱におけるＰＣＢ廃棄物処理事業の進捗状況について 
    ・北九州事業は高圧トランス、コンデンサ類の処理を北九州市内から福岡県に拡

大し、ウエス、汚泥、安定器等の汚染物処理施設建設に本年より着工した。 
    ・東京事業では高圧トランスのほかに柱上トランス（微量ＰＣＢ含有）も処理し

ている。 
    ・東京事業、豊田事業ではそれぞれ都内、豊田市内と地元の処理を行なっている。 
    ・北海道事業では高圧トランス・コンデンサ類の処理を来年４月から開始する予

定である。 
【質疑等の概要】 

 （委 員） 北九州事業の２期工事でＶＴＲを採用したのですか。 
 （JESCO）導入しました。 
 （委 員） 事業監視委員会を事業所の視察の意味を含めて１年か２年に１回大阪事業所

で開催してもらいたい。 
 （大阪市） 適当な時期に事業所での開催を検討します。 
   ［参考資料３］(PDF：120KB)により大阪市が報告 

            前回の委員会でお知らせしていた大阪市の機構改革により委員会設置要綱を、

第１１条委員会の庶務は、環境局事業部（産業廃棄物規制担当）において処理す

る、と改正しました。 

http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_ss01.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_ss01.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_ss01.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_ss01.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_ss02.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_ss02.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_ss02.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_ss02.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_ss02.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_ss03.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_ss03.pdf
http://www.city.osaka.jp/kankyojigyo/singikai/pdf/pcb_g10/pcb_ss03.pdf
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